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綜合アミノ酸補液時において，その注入速度の面からみた
アミノ体窒素の尿中排殖の検討
好弘文 
I 始めに。近時外科臨床において，綜合アミノ
酸剤の補液は非常にしばしば用いられているが，そ
の利用率に関する精密な研究は未だに散見するにす 
ぎない。これまでアミノ酸液の大量補液は体内で利 
用きれないまま尿中広排世されるという見解が表明
された事がある。この点、に関し，綜合アミノ酸液補
液時の尿中へのアミノ体窒素の排世量を注射の速度
の面から検討を加え，いささかの知見を得たので ζ
乙に発表する。
I 研究方法。使用した綜合アミノ酸液は 500ml
中各種アミノ酸 1483.16mg (実測値 1479.0mg)含 
有し，他物質は含まれていなし'0補液を施行した対
象は千葉大学第 2外科に入院せる成人男子 12名で，
とれら対象には心および腎機能障害はない事を確認
した。
補液時における尿中アミノ体窒素の測定は，午前
6時に全尿を排尿せしめ，安静に保たせた後，午前
7時lζ採尿して基礎排j世量の測定に供した。その直
後より左前腕の静脈に点滴注入し，以降午前 8，9， 
10，11，12時にそれぞれ採尿し分析に供した。その
際の注入速度は 500ml注入に 30，45，60，90，120 
分の各速度を用い比較した。
尿中アミノ体窒素の測定法は Popeand Stevens 
の方法の Blockand Bollingの変法 (1951)によ
った。 時 
II 実験成績。測定して得られたデータは補液開
始前の値以外は全部実測値からその測定日の補液聞
始前の値主主コントロールとして差し5[いて補液によ
る増加量とした。
得られたデータから綜合アミノ酸液 500mlを 30
分 (4例)， 45分 (4)，60分 (5)，90分 (5)，120分 
(3)に点滴静注した場合，尿中7ミノ体窒素の増加
のピークを見ると， 30分では 1時間自に総排世量の
約 76%，.2時間自に約 20%，45分では 1時間日約
78%，2時間目約 20%， 60分では 1時間目約 51%，
2時間目約 27%， 90分では 1時間目約 33%，2時
間目約 42%，120分では 1時間目約15%，2時間目
約 47%，3時間目約 24%で，点滴静注時間の増加と
ともに，右方にずれる傾向がある。
次に点滴注入後 5時間目までの総排世量を見る
と， 30分で平均 40.92mg，45分平均 21.97mg，60 
分平均 55.98mg， 90分平均 41.28mg， 120分平均
32.59mgで， 45分の場合に減少しているが，他の
場合は大差が認められない。
以上の成績から注入速度と排世のピークとの聞に
は多少の傾向が見られるが，各注入速度と総排世量
との聞には一定の傾向はない。
次に排世率として 8例 21回の測定値より見ると， 
多くは 1%から 4%の範囲内にある。この事は綜合 
アミノ酸液 500mlの点滴静注速度が 30分から 120
分の範囲内では臨床的にその貯溜効果には影響を与
えない事を示しているものと考える。 
IV結び。従来時として発言されていたアミノ酸
投与の非利用性について，綜合アミノ酸投与速度を
変えてその時の尿中アミノ体窒素排世に関し測定を
行った。その結果次の結論を得た。
3%綜合アミノ酸液 500mlを30分から 120分の 
各種の速度で点滴静注しでも，その尿中への排j世率
は 1%から 4%程度で速度の変化との聞に相関性を
示さなかった。従って尿中アミノ体窒素排世の面か
ら見るならば， 日常外科臨床上に用いられているよ
りもかなり速い速度で，例えば 500ccj30分の速度
で，点滴静注することも合理的であるように思う。
